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議会に関する意見を中心に、皆様から頂いた

（意見交換会）

意見の一部をご紹介いたします。

団体や市民の方と意見交換を行いました。

　今号では各常任委員会で開催した内容も併せ、ご参加いただいた皆
様からの貴重なご意見の一部を紹介いたします。
　 なお、意見をまとめた提言書については、後日あらためてご報告い
たします。

産業教育常任委員会
テーマ　栃木市の創業支援
相手方　ビジネスプランコンテスト2017受賞者
　　　　の皆さま
主な意見
・  物件を借りやすくしてもらえる支援があれば、

新規出店が加速していくと思う。
・  コンテスト受賞者には、広報紙でお店の紹介

をしてもらえるような副賞があるといい。
・  働く人材が少ないので、小中学生よりも働く

直前の高校生などに職場体験の機会を設けて
もらいたい。

建設常任委員会
テーマ　移住・定住に関わる空き家対策
相手方　栃木県宅地建物取引業協会
　　　　県南支部理事の皆さま
主な意見
・  移住補助金について、現在は市街化区域に限

定されているので、調整区域にも拡大してい
ただきたい。

・  耐震診断について、昭和56年6月の縛りを撤
廃してもらいたい。それ以降の物件でも耐震
化がされていないケースがある。

議会報告会のあらまし
【栃木文化会館ほか７ヵ所で開催】

●第1部　議会報告
　・斎場整備について 
　・9月議会について
●第2部　フリートーク（意見交換）
　・参加者と議員で１０名程度のグループ
　　になり、自由に意見交換
●第3部　まとめ

・		民間デベロッパーと市職員、議員が話し
合い、民間目線で栃木市の将来像を描い
てもらいたい。

子育て世代との意見交換会は
17ページに載っているので、
そちらも見てね☆

・		民生委員・児童委員、母子保健推進員
の活動が縦割りである。

・		市が民間企業にＡＥＤを設置し、近隣
で必要になった際に貸し出しができる
ようにしたらどうか。
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議会
報告会

第８回議会報告会

議会に関する意見を中心に、皆様から頂いた

各常任委員会でテーマを決めて、関係する

　平成23年にスタートして以来、今年で8回目となる議会報告会（意見交換会）
を10月から11月にかけて計13回、開催いたしました。
　今年は市内各地域で開催したほか、子育て世代を対象に栃木保健福祉センター
でも開催いたしました。

総務常任委員会
テーマ　自主防災組織の活動状況と課題について
相手方　 自主防災組織の皆さま
主な意見
・  災害は広範囲にわたることが多いので、特に

小さな自治会としては、町内を越えた訓練・
協力体制の必要性を感じている。

・  実際に災害を経験した自治会と、そうではない
自治会では、自主防災組織設立に向けた意気込
みに差が生じている感じがする。

民生常任委員会
テーマ　障がい者の差別解消について
相手方　 障がい者団体代表の皆さま
主な意見
・  多くの自治体で福祉バスを持っている。本市

にも導入していただけるとありがたい。
・  ヘルプステーションのような、いつでもおむ

つ交換等が可能な場所を市内に設けてもらい
たい。

・  市は身体障がい者を継続的に雇用してきた。
身体障がい以外の障がい者の雇用も考えてほ
しい。

・	 	議会報告会の参加者数が少ないのではないか。

・		人口が減少しているのに、財政は縮小してい
ない。予算が適正に使われているかをチェッ
クするのが議会の仕事である。

・		議員は市民の代表であることを意識し、多く
の市民の声に耳を傾けてほしい。
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当
す
る
こ
と
と
な
る
。
今
後
、
顕
彰
事
業

の
内
容
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
案
の
概
要

　

千
塚
産
業
団
地
内
の
土
地
を
ビ
ッ
グ

シ
ェ
フ
株
式
会
社
に
売
却
す
る
。

質　
　
疑

質　
売
却
す
る
会
社
の
業
種
は
。

12
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と�

（
主
な
議
案
等
）

　
12
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
陳
情
第
３
号 

患
者
負
担
を
増
や
さ

な
い
こ
と
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
書

意　
　
見

・
団
塊
の
世
代
の
高
齢
化
に
よ
り
、
医
療

費
が
非
常
に
か
か
っ
て
く
る
。
少
子
高
齢

化
の
中
で
、
若
い
世
代
に
負
担
を
か
け
な

い
方
が
よ
い
。

・
後
期
高
齢
者
も
負
担
し
て
い
か
な
い
と

財
政
が
厳
し
く
な
る
。
ま
た
、
来
年
10
月

か
ら
消
費
税
が
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、

国
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
対
処
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
難
病
は
、
治
療
の

方
法
も
わ
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
負
担
さ

せ
な
い
と
い
う
の
が
本
来
の
あ
り
方
で
あ

る
。
ぜ
ひ
採
択
を
す
べ
き
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
小
平
浪
平
氏
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め

の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
基
金
を
設
置
す
る
。

質　
　
疑

質　

一
般
会
計
か
ら
基
金
へ
積
み
立

て
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

栃
木
商
工
会
議
所
か
ら
寄
附
を
受

け
た
1
0
0
0
万
円
を
原
資
と
す
る
こ
と

を
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
、
市
か
ら
基

金
に
積
み
立
て
る
予
算
措
置
は
考
え
て
い

な
い
。

質　

基
金
の
使
い
道
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

小
平
浪
平
氏
の
功
績
を
顕
彰
す
る

事
業
の
経
費
に
充
て
る
場
合
に
基
金
を
充

・年
金
は
下
が
っ
て
お
り
、高
齢
者
に
と
っ

て
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
、
受
診
控
え
を

抱
く
恐
れ
が
あ
り
、
結
果
、
重
症
化
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
ぜ
ひ
市
民
の
声
、
国
民

の
声
を
国
に
届
け
る
た
め
に
こ
の
陳
情
書

を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

●
陳
情
第
４
号 

難
病
医
療
費
助
成
制

度
の
改
善
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書

提
出
に
関
す
る
陳
情
書

意　
　
見

・
あ
る
程
度
の
線
引
き
が
な
い
と
い
け
な

い
。
国
の
財
政
も
厳
し
く
、
そ
れ
な
り
の

負
担
も
や
む
を
得
な
い
。

・
国
は
難
病
患
者
の
救
済
の
た
め
、
特
定

疾
患
の
範
囲
を
拡
大
す
る
努
力
も
し
て
い

る
。
今
、
こ
の
陳
情
を
採
択
す
る
の
で
は

な
く
、
も
う
少
し
国
の
動
向
を
見
守
る
べ

き
で
あ
る
。

・
2
0
1
5
年
か
ら
難
病
指
定
さ
れ
る
病

気
は
増
え
た
が
、
軽
度
者
は
助
成
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
、
か
え
っ
て
負
担
が
増
え

不採択
賛成 　 6
反対   23

 陳情２件を
 審査しました

陳情第3号、第4号
※陳情の概要については
16ページに記載

可決 　全会一致

 小平浪平氏の
 顕彰を

議案第110号
栃木市小平浪平顕彰基金
条例の制定

可決 　全会一致

 千塚産業団地の
 売却先が決定

議案第122号
財産の処分

小平浪平氏の顕彰を推進するため、栃木商工
会議所から1,000万円が寄贈されました。
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討
論
（
陳
情
第
３
号
・
第
４
号
）

賛
成

●
現
在
、
日
本
の
医
療
制
度
の
問
題
点

は
、高
す
ぎ
る
「
国
保
税
」、「
薬
剤
」、「
高

額
の
医
療
機
器
偏
重
」
な
ど
で
あ
る
。

　

財
政
の
健
全
化
を
患
者
に
押
し
付
け
る

だ
け
で
な
く
、
日
本
の
医
療
制
度
を
根
本

か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
国

民
や
医
療
機
関
・
従
事
者
の
声
を
生
か
す

こ
と
が
、
い
ま
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

難
病
は
2
0
1
5
年
に
56
疾
病
か
ら

3
3
1
疾
病
に
広
が
っ
た
が
、
医
療
費

助
成
を
受
け
る
患
者
は
78
万
人
か
ら

89
万
人
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
原

因
は
月
額
自
己
負
担
の
上
限
額
引
き
上

げ
や
、
軽
症
者
へ
の
医
療
費
助
成
の
制

約
で
あ
る
。

　

ま
た
、
低
所
得
世
帯
や
重
症
患
者
に

も
新
た
な
自
己
負
担
が
導
入
さ
れ
て
い

る
た
め
、
患
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
こ

の
陳
情
は
採
択
す
べ
き
で
あ
る
。

●
こ
の
二
つ
の
陳
情
は
、
医
療
費
の
心

配
を
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
受
診

で
き
る
よ
う
患
者
の
窓
口
負
担
軽
減
を

求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
は

栃
木
市
議
会
議
員
と
し
て
憲
法
、
栃
木

市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

市
議
会
議
員
の
良
識
で
市
民
の
生
命

を
優
先
し
、
こ
の
陳
情
に
は
賛
成
す
る
。

議案等の審議結果
　12月定例会では、議案36件、陳情2件が審査され、その内、全会一致は35件、賛否が分かれた議案
等は3件でした。賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。
　なお、本会議最終日に平池議員から議員の辞職願が提出され、全会一致で許可されました。
 ◯=賛成、●=反対

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
森
戸
　
雅
孝

小
平
　
啓
佑

浅
野
　
貴
之

川
上
　
均

大
浦
　
兼
政

古
沢
　
ち
い
子

大
谷
　
好
一

坂
東
　
一
敏

青
木
　
一
男

茂
呂
　
健
市

内
海
　
成
和

小
久
保
か
お
る

針
谷
　
育
造

氏
家
　
晃

入
野
　
登
志
子

千
葉
　
正
弘

白
石
　
幹
男

永
田
　
武
志

福
富
　
善
明

広
瀬
　
義
明

関
口
　
孫
一
郎

針
谷
　
正
夫

大
阿
久
　
岩
人

平
池
　
紘
士

松
本
　
喜
一

小
堀
　
良
江

梅
澤
　
米
満

福
田
　
裕
司

中
島
　
克
訓

天
谷
　
浩
明

栃
木
政
策
研
究
会

栃
木
政
策
研
究
会

誠
　
心

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

栃
木
政
策
研
究
会

公
明
党
議
員
会

誠
　
心

誠
　
心

明
　
政

創
志
会

創
志
会

公
明
党
議
員
会

創
志
会

栃
木
未
来

公
明
党
議
員
会

創
志
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

弘
毅
会

明
　
政

明
　
政

栃
木
未
来

弘
毅
会

栃
木
政
策
研
究
会

栃
木
政
策
研
究
会

栃
木
未
来

栃
木
未
来

弘
毅
会

創
志
会

弘
毅
会

誠
　
心

議　案
第112号

栃木市議会の議員の議員報酬
及び費用弁償等に関する条例
の一部を改正する条例の制定

可
決○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○

陳　情
第3号

患者負担を増やさないことを
求める国への意見書提出に関
する陳情書

不
採
択

● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ○

陳　情
第4号

難病医療費助成制度の改善を
求める国への意見書提出に関
する陳情書

不
採
択

● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●● ● ● ○

本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るため、討論が行われた議案名等と発言した議員名は次のとお
りです。（○=賛成　●=反対）
・議案第112号　　　　  ●白石幹男 議員、内海成和 議員 
・陳情第3号および第4号 ◯針谷育造 議員、川上　均 議員

答　

食
品
製
造
業
で
あ
り
、
主
に
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
の
製
造
を
し
て
い
る
。

質　
雇
用
の
見
込
み
と
操
業
時
期
は
。

答　

26
人
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
、

2
0
2
1
年
4
月
の
操
業
開
始
を
予
定

し
て
い
る
。

質　

栃
木
市
に
は
事
務
所
で
は
な

く
、
工
場
と
し
て
進
出
す
る
の
か
。

答　
現
在
、
工
場
は
都
内
の
住
宅
地
に

あ
る
た
め
、
拡
張
が
難
し
い
。
千
塚
産

業
団
地
に
進
出
し
て
工
場
を
拡
張
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

討
論
（
議
案
第
1
1
2
号
）

反
対

　
こ
の
議
案
は
、
議
員
の
期
末
手
当
を
人 

事
院
勧
告
に
準
じ
て
１
０
０
分
の
５
引
き 

上
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、 

人
事
院
勧
告
は
、
公
務
労
働
者
の
労
働
基 

本
権
制
約
に
対
す
る
代
償
措
置
で
あ
り
、 

市
の
一
般
職
に
つ
い
て
は
尊
重
さ
れ
る
べ 

き
で
は
あ
る
が
、
特
別
職
で
あ
る
市
長
や 

市
議
会
議
員
の
報
酬
や
期
末
手
当
に
つ
い 

て
は
、
人
事
院
勧
告
に
準
ず
る
べ
き
性
格 

の
も
の
で
は
な
く
、
今
回
の
引
き
上
げ
に 

つ
い
て
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
考 

え
、
反
対
す
る
。

※
な
お
、
今
回
は
市
長
・
副
市
長
・
教
育 

長
の
引
き
上
げ
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
長
の
た
め
、
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い
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一 般 質 問 の 詳 し い 内 容 は こ ち ら か ら ア ク セ ス

市
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
お
よ
び

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

２
０
１
９
、２
０
２
０
年
に
、
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
一
競
技
「
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
」
が
２
０
２
２
年
に

本
市
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

両
大
会
に
お
い
て
は
、
身
体
・
知
的

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
数
多
く
本
市

を
訪
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

競
技
者
や
支
援
者
の
中
に
は
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
」
や
「
多
目
的
ト
イ

レ
」
を
必
要
と
す
る
方
が
多
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
が
、
ト
イ
レ
を
含
め
た
周

辺
環
境
の
整
備
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

多
様
な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
機
能

と
数
を
確
保
し
た
い

栃
木
市
内
の
教
職
員
の
働
き
方
は

ど
の
様
に
変
わ
る
の
か

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
の
職
員
、
市
内
小
中
学
校

の
教
職
員
、
民
間
企
業
の
社
員
と
、
三

つ
の
視
点
が
あ
る
と
考
え
る
。

特
に
、
多
忙
を
極
め
る
小
中
学
校
の

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
対
応
は
、
ど

の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

あ
る
地
方
自
治
体
で
は
、
中
学
校
の

部
活
動
の
練
習
時
間
を
制
限
し
て
い
る

例
も
あ
る
。

市
内
教
職
員
の
働
き
方
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
髙
橋
教
育
部
長

「
栃
木
市
版　
先
生
の
働
き
方

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
作
成

す
る市

教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

市
内
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
の
多
く

大
会
の
会
場
と
な
る
市
総
合
運
動
公

園
内
に
は
、
現
在
11
カ
所
の
多
目
的
ト

イ
レ
が
あ
る
。 

ま
た
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
を
か
け

て
総
合
体
育
館
内
の
和
式
ト
イ
レ
を
洋

式
化
す
る
改
修
工
事
を
行
う
。 

周
辺
環
境
に
お
い
て
は
、
栃
木
駅
か

ら
新
栃
木
駅
ま
で
の
駅
や
公
園
等
、
公

共
施
設
14
カ
所
に
多
機
能
ト
イ
レ
が
13

カ
所
あ
る
。 

参
加
選
手
・
関
係
者
・
ご
家
族
な
ど

多
く
の
お
客
様
に
本
市
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
で
あ
る
の
で
、

多
様
な
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
も
含
め
、

必
要
な
機
能
と
数
の
確
保
を
検
討
し
た

い
。 

 

が
多
忙
感
を
抱
き
、
心
身
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

市
と
し
て
は
、
こ
の
結
果
を
重
く
受

け
止
め
、
今
年
度
中
に
「
栃
木
市
版　

先
生
の
働
き
方
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
、
行
事
の
ス
リ
ム
化
・
教
職

員
の
意
識
改
革
を
促
す
。
ま
た
、
市
か

ら
学
校
へ
の
支
援
の
在
り
方
も
記
し
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
。

最
も
改
善
が
必
要
と
さ
れ
る
部
活
動

に
つ
い
て
は
、
休
養
日
や
活
動
時
間
に

つ
い
て
定
め
る
「
栃
木
市
立
中
学
校
部

活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
方
針
」
を
今

年
度
中
に
策
定
し
、
小
学
校
で
の
活
動

に
も
適
用
さ
せ

る
。こ

れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、

教
職
員
の
働
き

方
改
革
を
実
効

性
の
あ
る
も
の

に
し
て
い
き
た

い
。 

○
教
育
行
政

○
災
害
時
に
お
け
る
対
応
・
対
策

●
福
祉
行
政

○
地
域
間
の
融
和
と
発
展
を
ど
の
よ 

   

う
に
進
め
る
か

○
平
成
31
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

●
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

小久保かおる議員
公明党議員会

千葉 正弘 議員
創志会
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（
仮
称
）文
化
芸
術
館
・
文
学
館
は

必
要
な
機
能
を
確
保
で
き
る
の
か

市
は
、
両
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
3
月
に
基
本
構
想
、
29
年
3
月
に
整

備
基
本
計
画
、
同
年
6
月
に
基
本
設
計

を
策
定
し
、
整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で

き
た
が
、本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
や
内
容
を
生
か
し

つ
つ
も
、
施
設
規
模
を
縮
小
さ
せ
た
見

直
し
方
針
を
本
年
8
月
に
決
定
、
11
月

の
議
員
研
究
会
で
は
基
本
設
計
の
一
部

変
更
を
示
し
た
。

両
施
設
は
、
本
市
の
美
術
館
・
資
料
館

と
し
て
の
必
要
な
機
能
を
確
保
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の
見
直
し
計
画
で
コ
ン
セ

プ
ト
の
実
現
を
図
れ
る
の
か
伺
う
。

答
弁
鵜
飼
生
涯
学
習
部
長

周
辺
施
設
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
で
基
本
機
能
・
コ
ン
セ
プ
ト

を
実
現
で
き
る

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育
環
境

の
整
備
推
進
を

市
内
公
立
保
育
園
の
入
園
に
あ
た
っ

て
は
、
若
干
の
待
機
児
童
が
生
じ
て
お

り
、
そ
の
解
消
が
急
務
で
あ
る
が
、
あ

わ
せ
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
各
公

立
保
育
園
に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

差
異
で
あ
る
。

こ
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
差
異
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
か
ら
戸
惑
い
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

公
立
保
育
園
に
お
い
て
は
、
全
施
設

で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
が
、
各
公
立
保
育
園
に

お
け
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
に
つ
い

て
、
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
な
ど

の
改
善
を
実
施
す
る
の
か
、見
解
を
伺
う
。

答
弁
松
本
こ
ど
も
未
来
部
長

園
長
会
議
や
主
任
保
育
士
会
議

を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
統
一

を
図
り
た
い

（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
の
設
計
見
直

し
に
あ
た
っ
て
は
、
各
部
屋
の
共
用
や

複
合
化
を
進
め
、
隣
接
す
る
文
学
館
や

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
周
辺
施
設

と
の
連
携
や
機
能
分
担
を
見
直
し
、
基

本
機
能
を
損
な
う
こ
と
な
く
規
模
縮
小

を
図
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
展
示
室
の
面
積
を
他

館
と
連
携
し
た
巡
回
展
の
開
催
に
対
応

で
き
る
よ
う
確
保
し
、
収
蔵
庫
は
、
今

後
20
年
の
収
集
活
動
の
予
測
を
踏
ま
え

た
面
積
を
確
保
し
た
上
で
、
将
来
的
な

増
設
に
も
対
応
で
き
る
仕
様
と
し
た
。

ま
た
、
基
本
構

想
に
掲
げ
た
「
と

ち
ぎ
の
歴
史
・
文

化
・
芸
術
を
、
皆

で
楽
し
み
・
広
め
・

創
る
拠
点
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト

も
、
周
辺
施
設
と

の
連
携
で
実
現
可

能
と
考
え
る
。 

市
内
公
立
保
育
園
に
お
い
て
は
、
合

併
当
初
か
ら
、
各
地
域
・
園
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
統
一

を
図
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
方
法

や
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
持
ち
込

み
、
お
し
ぼ
り
の
持
参
枚
数
な
ど
、
保

育
園
で
の
取
り
扱
い
が
い
ま
だ
に
統
一

さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
意
見
を
聞
き
、
よ
り
良
い
方
法
で
解

決
で
き
る
よ
う
、
各
保
育
園
の
園
長
会

議
や
主
任
保
育
士
会
議
の
場
を
生
か

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
統
一
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
渡
良
瀬
遊
水
地

●
文
化
振
興

〇
栃
木
市
常
備
消
防

●
栃
木
市
の
保
育
行
政

○
栃
木
市
の
マ
ナ
ー
向
上

古沢　ちい子議員
公明党議員会

広瀬 義明 議員 
明　政

基本設計のイメージ図
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病
害
虫
対
策
の
ヘ
リ
共
同
防
除
に

更
な
る
支
援
を

農
業
委
員
会
は
「
平
成
31
年
度
栃
木

市
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関

す
る
意
見
書
」
の
中
で
、
共
同
防
除
等

に
よ
る
防
除
へ
の
補
助
単
価
の
上
乗
せ

を
訴
え
て
い
る
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
防
除

作
業
が
困
難
化
す
る
中
、
稲
等
へ
の
無

人
ヘ
リ
等
に
よ
る
共
同
防
除
は
効
率
的

で
防
除
効
果
が
高
い
た
め
、
行
政
も
支

援
額
を
少
し
ず
つ
増
加
さ
せ
て
き
た
。

今
後
も
病
害
虫
対
策
の
ヘ
リ
共
同
防

除
へ
の
更
な
る
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

労
働
力
削
減
や
生
産
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
効
果

的
な
支
援
を
行
う

市
で
は
、
薬
剤
散
布
を
共
同
か
つ
広

斎
場
見
直
し
の
教
訓
を
、

今
後
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か

市
長
は
8
月
31
日
に
斎
場
建
設
地
の

見
直
し
を
発
表
し
た
。

議
会
も
市
民
も
順
調
に
進
む
と
思
っ

て
い
た
矢
先
の
出
来
事
で
あ
り
、
大
変

大
き
な
戸
惑
い
と
失
望
を
感
じ
た
。

こ
の
間
、
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
・
議
会

報
告
会
・
議
会
有
志
の
申
し
入
れ
な
ど

の
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
市
長
は
11
月
16
日
の
記

者
会
見
で
見
直
し
方
針
の
撤
回
を
表
明

し
た
。

市
長
は
こ
の
2
カ
月
余
の
混
乱
か
ら

何
を
学
び
、
今
後
の
行
政
に
ど
う
生
か

し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

法
令
を
遵
守
し
、
議
会
や
市
民
に

ご
理
解
頂
け
る
よ
う
進
め
た
い

新
斎
場
建
設
地
に
つ
い
て
は
、
市
民

域
的
に
実
施
す
る
防
除
団
体
や
農
地
の

集
積
・
集
約
化
を
担
う
認
定
農
業
者
に

対
し
、「
稲
等
病
害
虫
防
除
事
業
」
に

よ
る
支
援
を
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
防
除

に
つ
い
て
も
支
援
対
象
に
追
加
し
た
。

農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
進
ん
だ
こ

と
に
伴
い
、
共
同
防
除
面
積
は
増
加
し

て
い
る
。
労
働
力
削
減
や
生
産
性
の
向

上
の
た
め
、
病
害
虫
防
除
に
対
し
、
引

き
続
き
効
果
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
一
方
で
、
環
境
問
題
へ
の
関
心

の
高
ま
り
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な

ど
、
環
境
へ
の
配
慮
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て
い

る
減
農
薬
や
減
化
学
肥
料
に
よ
る
環
境

負
荷
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
も
農
家

の
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

の
利
便
性
・
安
全
性
向
上
の
た
め
に
再

検
討
す
る
方
針
を
決
定
し
た
が
、
市
政

の
混
乱
や
停
滞
を
避
け
る
と
と
も
に
、

新
斎
場
の
早
期
建
設
を
求
め
る
市
民
の

声
に
応
え
る
た
め
、
再
検
討
の
中
止
を

し
た
。

再
検
討
に
つ
い
て
は
、
現
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
新
斎
場
の
整
備
が
急
務
で

あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
手
続
き
を
進
め
る
声
が
多
か
っ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全

や
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
声
を
市
政
に

反
映
で
き
る
よ
う
に
、
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
を
進
め
る
場
合
に
は
、

今
後
も
法
令
を
遵
守
し
、
議
会
や
市
民

の
皆
さ
ま
に
丁
寧
に
説
明
し
、
ご
理
解

頂
け
る
よ
う
進
め
た
い
。

 

●
農
業
振
興

○
市
民
協
働
の
推
進

○
移
住
・
定
住
政
策
へ
の
十
分
な
支
援

●
新
斎
場
整
備

○
栃
木
市
都
市
計
画
審
議
会

○
東
海
第
二
原
発
災
害
広
域
避
難
計
画

針谷 正夫 議員
弘毅会

針谷 育造 議員
創志会

防除作業への活用が
期待されるドローン
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市
制
施
行
10
周
年
に
合
わ
せ

市
民
憲
章
を
制
定
す
る
考
え
は

平
成
22
年
、
合
併
前
の
栃
木
市
に
お

い
て
は
、
市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
て
い

た
の
で
、各
種
会
合・式
典・大
会
な
ど
、

市
民
が
集
ま
る
場
で
唱
和
を
し
て
い
た
。

市
制
5
周
年
で
は
制
定
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
市
制
10
周
年
に
合
わ
せ
、
市
民

の
誓
い
や
合
言
葉
と
な
る
市
民
憲
章
を

制
定
す
る
こ
と
で
、
栃
木
市
民
の
更
な

る
一
体
感
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
と
思
う

が
、
市
民
憲
章
を
制
定
す
る
考
え
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
に

合
わ
せ
て
、
制
定
し
て
い
き
た

い市
民
憲
章
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
の

旧
1
市
5
町
に
お
い
て
制
定
さ
れ
て
い

た
が
、
合
併
に
伴
い
、
そ
れ
ら
が
廃
止

（
仮
称
）文
学
館
に
郷
土
偉
人
の

顕
彰
展
示
は
で
き
な
い
か

旧
栃
木
町
役
場
（
旧
市
役
所
別
館
）

は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一
つ
と
し

て
、（
仮
称
）
文
学
館
が
2
0
2
0
年

の
開
館
を
目
指
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
来
年
度
よ
り
着
工
さ
れ
る
。

栃
木
市
出
身
の
文
豪
、
山
本
有
三
の

他
、
吉
屋
信
子
、
柴
田
ト
ヨ
等
の
顕
彰

展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
郷
土
の

偉
人
で
あ
る
、
田
村
律
之
助
、
小
平
浪

平
、
栃
木
山
等
を
展
示
顕
彰
し
、
施
設

の
名
称
も
「
郷
土
の
偉
人
、
文
学
館
」

と
す
べ
き
と
思
う
が
、
執
行
部
の
考
え

を
伺
う
。

答
弁
鵜
飼
生
涯
学
習
部
長

先
人
た
ち
に
つ
い
て
も
、
広
く

市
の
内
外
に
紹
介
で
き
る
よ
う

な
も
の
と
し
た
い

文
学
館
の
展
示
に
つ
い
て
は
、
本
市

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
未
制
定

と
な
っ
て
い
る
。

市
民
憲
章
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
岩

舟
町
と
の
合
併
協
議
に
お
い
て
、
合
併

後
に
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た

が
、
私
自
身
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

議
員
活
動
や
市
民
活
動
の
中
で
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
憲
章
は
是
非
と
も
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
市

民
に
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
市
に

ふ
さ
わ
し
い
、
末
永
く
親
し
ま
れ
る
市

民
憲
章
を
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式

典
に
合
わ
せ
て
、
制
定
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

に
ゆ
か
り
の
深
い
文
学
者
を
中
心
と
し

つ
つ
、
本
市
が
輩
出
し
た
先
人
た
ち
に

つ
い
て
も
、
資
料
や
ゆ
か
り
の
地
、
歴

史
的
な
背
景
な
ど
と
と
も
に
、
広
く
市

の
内
外
に
紹
介
で
き
る
よ
う
な
も
の
と

し
た
い
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
の

偉
人
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

学
習
な
ど
の
学
校
教
育
の
中
で
も
、
展

示
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

な
お
名
称
は
、
施
設
の
内
容
を
明
確

に
表
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の

で
、
ど
の
よ
う
な
名
称
が
ふ
さ
わ
し
い

の
か
、
今
後
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

○
市
長
の
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

　

ビ
ジ
ョ
ン

●
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

○
都
市
計
画
税
の
見
直
し

○
子
育
て
支
援

○
新
年
度
（
平
成
31
年
度
）
予
算
編
成

○
農
業
施
策

●
郷
土
の
偉
人
の
顕
彰

入野 登志子議員
公明党議員会

関口 孫一郎 議員 
栃木未来

旧栃木市の市民憲章碑

顕彰展示が予定されている
栃木山
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米
の
価
格
は
安
い
と
思
う
が
、国・

県
に
要
望
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

の
か消

費
税
が
段
階
的
に
3
%
〜
8
%
と

な
り
、
来
年
よ
り
10
%
と
な
る
。
こ
の
こ

と
は
米
の
価
格
が
下
が
る
こ
と
に
な
る
。

生
産
者
の
声
と
す
れ
ば
、
米
の
価

格
は
1
俵
当
た
り
1
5
0
0
0
円
〜

1
6
0
0
0
円
で
な
い
と
厳
し
い
と
し

て
い
る
。

今
の
状
況
だ
と
、
消
費
税
が
上
が
れ
ば

米
の
価
格
が
さ
ら
に
下
が
っ
て
し
ま
う
。

国
・
県
に
対
し
、
本
市
か
ら
米
の
消

費
税
の
考
え
方
を
変
え
る
よ
う
要
望
し

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
執
行
部
の
考

え
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

米
の
価
格
は
安
い
と
感
じ
て
い

る
の
で
、
何
ら
か
の
方
法
を
考

え
て
い
き
た
い

「
子
ど
も
版
配
食
サ
ー
ビ
ス
」の

展
開
で
食
の
支
援
拡
充
へ

本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

特
に
食
に
対
す
る
支
援
は
、
現
在
市
内

1
カ
所
に
設
置
し
て
あ
る
「
子
ど
も
食

堂
」
の
み
で
あ
り
、
十
分
な
状
況
と
は

い
え
な
い
。
早
期
の
食
の
支
援
拡
充
が

求
め
ら
れ
る
。

他
自
治
体
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
先

進
地
事
例
の
研
究
に
加
え
、
本
市
で
実

施
し
て
い
る
高
齢
者
向
け
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
子
ど
も
版
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
転

換
し
、
食
の
支
援
事
業
の
拡
充
に
繋
げ

ら
れ
な
い
か
、執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
松
本
こ
ど
も
未
来
部
長

多
様
な
支
援
の
実
施
に
向
け
て

研
究
し
て
い
く

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て

本
市
で
実
施
し
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

現
在
、
J
A
か
ら
生
産
者
に
渡
さ
れ

る
「
米
販
売
代
金
精
算
通
知
書
」
は
、

J
A
手
数
料
、
受
検
組
合
費
、
包
装
代

及
び
消
費
税
込
み
の
総
額
表
示
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
自
ら
割
り
返
し
て
、
米

の
価
格
と
消
費
税
額
を
把
握
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

国
は
基
盤
整
備
を
し
て
、
大
規
模
化

す
る
よ
う
な
施
策
を
取
っ
て
い
る
が
、

採
算
の
取
れ
る
コ
メ
農
家
に
な
ら
な
け

れ
ば
、
国
土
の
保
全
が
図
れ
な
い
と
考

え
て
い
る
。

国
に
要
望
し
て
実
現
で
き
る
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
米
の
価
格
は
安

い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
方

法
を
取
れ
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
る
。

は
、
安
否
確
認
又
は
在
宅
生
活
支
援
な

ど
を
目
的
に
弁
当
の
宅
配
を
行
っ
て
お

り
、
対
象
者
に
応
じ
て
週
1
回
か
ら
5

回
ま
で
自
宅
に
昼
食
を
低
料
金
で
お
届

け
す
る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
保
護
者
の
病
気
や
仕
事
な

ど
で
子
ど
も
の
食
事
に
困
っ
て
い
る
家

庭
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
向
い
て
食
事

を
提
供
す
る
「
お
う
ち
食
堂
」
を
実
施

す
る
な
ど
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
個
々
の
家
庭
の
事

情
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
「
子
ど
も
配

食
サ
ー
ビ
ス
」や「
お
う
ち
食
堂
」な
ど
、

多
様
な
支
援
の
実
施
に
向
け
て
研
究
し

て
い
く
。 

●
米
の
消
費
税

○
市
街
地
整
備

○
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
連
携

○
高
齢
者
・
認
知
症
の
対
策

●
栃
木
市
の
「
食
の
支
援
事
業
」
拡
充

○
栃
木
市
総
合
支
所
複
合
化
基
本
計
画

天谷 浩明 議員
誠　心

福田 裕司 議員
創志会

税込み金額で取引されると、増税
分が目減りされてしまう恐れも

城内町に設置されている
子ども食堂ひまわり
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公
共
工
事
の
解
体
費
が

民
間
に
比
べ
て
非
常
に
高
い

平
成
29
年
に
旧
下
都
賀
総
合
病
院

（
1
6
4
0
0
㎡
）
が
1
億
4
0
0
0
万

円
で
解
体
さ
れ
た
。
一
方
で
、
公
共
工

事
と
し
て
旧
市
役
所
（
5
2
0
0
㎡
）

が
1
億
7
0
0
0
万
円
で
解
体
さ
れ
た
。

今
度
解
体
さ
れ
る
旧
下
都
賀
病
院
北

病
棟
（
3
9
0
0
㎡
）
は
2
億
円
で
解

体
予
定
で
あ
る
が
、
民
間
解
体
単
価
の

6
倍
で
あ
り
、
問
題
で
あ
る
。

原
因
を
調
査
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

執
行
部
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

国
の
定
め
た
基
準
に
沿
っ
て

積
算
し
て
い
る

公
共
建
築
工
事
の
工
事
金
額
は
、
全

国
の
多
く
の
自
治
体
で
採
用
し
て
い

る
、
国
土
交
通
省
で
定
め
た
「
公
共
建

築
工
事
積
算
基
準
」
を
基
に
し
た
単
価

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業
の

内
容
は

　

本
市
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
教
育
課

程
特
例
校
制
度
を
活
用
し
、
全
小
学
校

に
お
い
て
段
階
的
に
英
語
教
育
を
開
始

し
て
き
た
。

　

そ
の
実
施
過
程
で
得
ら
れ
た
成
果
や

課
題
を
踏
ま
え
、
来
年
度
か
ら
予
定
し

て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業
」

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
青
木
教
育
長

3
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し

推
進
し
て
い
く

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
事
業
は
、
市

長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
あ
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
育
て
る
た
め
の
教
育
」
に

基
づ
き
、
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

事
業
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
3
つ

の
基
本
目
標
を
設
定
し
た
。

1
つ
目
は
、「
外
国
語
教
育
の
指
導

を
採
用
し
て
い
る
が
、
一
部
特
殊
な
工

事
に
つ
い
て
は
、
よ
り
地
域
の
現
状
に

合
っ
た
市
場
価
格
を
掲
載
し
て
い
る
物

価
資
料
や
、
見
積
り
に
よ
り
積
算
を
し

て
い
る
。

民
間
の
解
体
工
事
費
は
地
域
に
よ
っ

て
は
過
当
競
争
に
よ
り
下
落
傾
向
に
あ

る
が
、
市
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
国
の

定
め
た
基
準
に
沿
っ
て
積
算
し
て
い
る
。

旧
下
都
賀
病
院
北
病
棟
の
解
体
工
事

費
は
概
算
の
金
額
で
あ
り
、
解
体
工
事

費
は
建
物
の
構
造
な
ど
の
条
件
に
よ
り

変
わ
る
の
で
、
今
後
、
建
物
調
査
に
よ

る
精
査
や
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
を
検
討

し
た
う
え
で
、
工
事
費
を
算
出
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。 

体
制
の
充
実
」
と
し
て
、
外
国
語
指
導

助
手
（
A
L
T
）
の
拡
充
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
外
国
語
教
育
活
動
プ
ラ
ン
集
を
基

に
し
た
授
業
の
実
施
で
あ
る
。

2
つ
目
は
、「
小
中
学
校
の
学
び
の

接
続
の
強
化
・
充
実
」
と
し
て
、
教
員

対
象
の
研
修
の
実
施
、
外
国
語
教
育
実

践
研
究
校
を
指
定
し
、
公
開
研
究
発
表

の
実
施
で
あ
る
。

3
つ
目
は
、「
A
L
T
の
拡
充
に
よ
る

英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

体
験
活
動
の
充
実
」
と
し
て
、
新
た
に

公
立
保
育
園
等
へ
の
A
L
T
訪
問
、
小

学
校
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー
の
実
施
、

放
課
後
教
室
で
の
外
国
語
の
時
間
の
設

置
、
中
学
校
対
象
の
市
内
統
一
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
施
で
あ
る
。

○
子
供
の
遊
び
場
用
地

　
（
旧
下
都
賀
病
院
北
病
棟
）
取
得

●
公
共
事
業
の
解
体
費

○
入
札
格
付
け
の
変
更

○
オ
リ
ン
晃
電
社
問
題

●
栃
木
市
の
英
語
教
育

内海 成和議員
創志会

小平 啓佑 議員 
栃木政策研究会
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北
海
道
滝
川
市
と
の
交
流
活
動

に
補
助
金
制
度
の
創
設
は
で
き

な
い
か

平
成
30
年
11
月
、
本
市
と
友
好
親
善

都
市
の
関
係
に
あ
る
北
海
道
滝
川
市
と

交
流
推
進
確
認
書
の
締
結
が
な
さ
れ
た
。

滝
川
市
と
友
好
親
善
都
市
と
な
っ
た

経
緯
と
交
流
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
文
化
・
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
市
民
交
流
活
動
に
市
民
が
参
加
し
た

場
合
の
補
助
金
制
度
が
あ
れ
ば
、
交
流

推
進
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
創
設
の

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

先
進
事
例
の
調
査
、
滝
川
市
の

考
え
方
を
確
認
の
う
え
で
研
究

し
て
い
き
た
い

滝
川
市
と
は
昭
和
54
年
に
滝
川
市
議

会
が
短
期
大
学
に
関
す
る
調
査
で
訪
れ

た
こ
と
が
交
流
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

障
が
い
児
者
と
家
族
に

安
心
で
き
る
将
来
を

障
が
い
者
の
重
度・高
齢
化
に
伴
い
、

い
ず
れ
訪
れ
る
親
と
の
別
れ
や
、
病
気

等
の
理
由
に
よ
り
介
護
が
で
き
な
く

な
っ
た
時
、
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
な

け
れ
ば
親
の
不
安
が
消
え
る
こ
と
は
な

い
。本

市
に
お
け
る
親
な
き
後
の
支
援
体

制
や
、
受
け
皿
と
な
る
施
設
の
整
備
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
藤
田
保
健
福
祉
部
長

相
談
支
援
の
推
進
や
補
助
制
度

の
活
用
を
勧
奨
し
た
施
設
整
備

を
図
っ
て
い
き
た
い

本
市
で
は
、
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
地
域
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
「
栃
木
市

く
ら
し
だ
い
じ
ネ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ

た
。
今
後
は
「
く
ら
し
だ
い
じ
ネ
ッ
ト
」

そ
し
て
、
昭
和
57
年
4
月
15
日
、
友
好

親
善
都
市
盟
約
の
締
結
に
至
っ
た
。

そ
の
後
は
、
本
市
市
民
訪
問
団
の
滝

川
市
の
祭
り
へ
の
参
加
、
滝
川
市
民
の

本
市
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
参
加
な
ど
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き

た
。ま

た
、市
職
員
の
交
流
派
遣
の
実
施
、

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
書
の
締
結
を
行
い
、
現
在
は
お
互
い

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
交
流
を
図
っ

て
い
る
。

交
流
活
動
へ
の
補
助
金
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
は
、
交
流
推
進
の
一
助
に
な

る
と
考
え
る
の
で
、
先
進
事
例
等
を
調

査
す
る
と

と
も
に
、

滝
川
市
の

考
え
方
を

確
認
の
う

え
で
、
研

究
し
て
い

き
た
い
。

に
お
い
て
、
一
人
暮
ら
し
を
望
む
障
が

い
者
に
は
、
一
人
暮
ら
し
体
験
の
機
会

や
場
の
提
供
を
制
度
化
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
い
る
。

な
お
、
一
人
暮
ら
し
が
困
難
な
方
や

望
ま
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
へ
の
入
居
等
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

今
後
は
、
在
宅
や
施
設
入
所
の
障
が

い
者
の
中
で
、
地
域
移
行
が
可
能
で
あ

り
、
そ
れ
を
望
む
方
に
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
可
能
と
な
る
相
談

支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建

設
や
設
置
を
希
望
す
る
事
業
者
と
の
相

談
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
国
・
県
の
施

設
整
備
費
補
助
制
度
や
市
の
条
例
に
基

づ
く
社
会
福
祉
施
設
整
備
費
補
助
金
の

活
用
を
勧
奨
し
、
整
備
促
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

 

●
栃
木
市
の
地
域
連
携
の
取
り
組
み

○
道
路
行
政

○
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み

●
障
が
い
児
者
と
家
族
の
支
援
体
制

福富 善明 議員
明　政

浅野 貴之 議員
誠　心

「栃木市の産業と物産展」の交流
都市コーナーへ出店する滝川市
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斎
場
が
遠
く
な
る
地
域
住
民
に
対

す
る
優
先
的
利
用
の
配
慮
を

西
方
地
域
住
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳

情
で
は
、
新
斎
場
の
建
設
予
定
地
が
位

置
関
係
に
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た

立
地
場
所
で
あ
り
、
市
民
の
利
便
性
向

上
が
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

西
方
地
域
や
寺
尾
地
区
な
ど
、
斎
場

が
遠
く
な
る
住
民
の
感
情
は
理
解
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
声
を
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

斎
場
が
遠
く
な
る
地
域
住
民
の
思
い

に
応
え
る
た
め
、
都
合
の
良
い
時
間
帯

を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

な
ど
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答
弁
若
菜
生
活
環
境
部
長

優
先
的
利
用
に
つ
い
て
は
、
供

用
開
始
後
の
状
況
を
見
て
検
討

す
る

小
平
浪
平
氏
が
活
躍
し
た
日
立
市

と
の
更
な
る
交
流
の
進
展
を

本
市
と
茨
城
県
日
立
市
と
の
間
で
は

正
式
な
交
流
は
な
い
が
、
合
戦
場
小
学

校
と
会
瀬
小
学
校
と
の
交
流
は
合
併
前

か
ら
続
い
て
い
る
。

本
市
は
日
立
製
作
所
の
創
業
者
で
あ

る
小
平
浪
平
氏
の
生
誕
地
、
日
立
市
は

小
平
浪
平
氏
が
活
躍
し
た
地
で
あ
り
、

両
市
は
小
平
浪
平
と
い
う
人
物
を
共
有

し
て
い
る
。

市
長
に
は
日
立
市
を
訪
問
し
て
い
た

だ
き
、
更
な
る
友
好
関
係
を
構
築
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
考
え
を
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

小
平
記
念
館
へ
の
訪
問
と
併
せ
、

日
立
市
訪
問
に
つ
い
て
検
討
す

る日
立
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
合

戦
場
小
の
児
童
や
先
生
方
、
議
員
を
は

斎
場
再
整
備
基
本
計
画
で
は
、
火
葬

炉
を
8
炉
と
し
、
1
日
の
火
葬
数
が
現

在
の
8
火
葬
か
ら
16
火
葬
に
増
え
、
か

つ
需
要
が
多
い
お
昼
前
後
の
火
葬
を
増

や
す
計
画
と
し
て
お
り
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い

る
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、
斎
場
が
遠
く
な

る
地
域
の
住
民
の
方
も
、
希
望
の
時
間

帯
を
予
約
し
や
す
い
状
況
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

遠
距
離
の
方
に
対
し
て
の
優
先
的
利

用
等
、運
営
面
で
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、

供
用
開
始
後
の
状
況
を
見
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

じ
め
と
す
る
地
元
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

の
成
果
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

こ
の
度
、
小
平
浪
平
氏
の
生
家
の
寄

贈
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
同
氏
が
活
躍

さ
れ
、
縁
の
深
い
日
立
市
と
同
氏
の
顕

彰
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
な
ど
、
改

め
て
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

つ
い
て
は
、
日
立
製
作
所
日
立
事
業

所
に
あ
る
小
平
記
念
館
へ
の
訪
問
と
併

せ
、
日
立
市
に
訪
問
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

●
斎
場
建
設

○
来
年
度
の
予
算
編
成

○
栃
木
市
総
合
支
所
複
合
化
基
本
方
針

●
小
平
浪
平
の
顕
彰 

○
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
A
E
D
設
置

白石 幹男 議員
日本共産党栃木市議団

中島 克訓 議員 
弘毅会

新斎場の建設予定地（岩舟地域）

都賀地域にある小平浪平氏の生家
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
に
ら
み

土
砂
埋
め
立
て
規
制
の
強
化
を

大
平
町
西
山
田
の
土
砂
埋
め
立
て
問

題
は
、
同
一
地
番
に
5
0
0
㎡
未
満
の

埋
め
立
て
申
請
が
2
回
出
さ
れ
、
合
計

す
る
と
許
可
を
必
要
と
す
る
5
0
0
㎡

を
超
え
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
埋
め
立

て
ら
れ
た
土
砂
は
1
0
0
0
㎡
を
は
る

か
に
超
え
て
お
り
、
こ
れ
は
、
市
条
例

の
趣
旨
を
逸
脱
す
る
違
法
行
為
で
あ
る
。

本
市
は
他
自
治
体
に
比
べ
規
制
が
甘

く
、
今
回
の
事
態
を
招
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
向
け
て
建
設
残
土
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
規
制
の
強
化
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁
若
菜
生
活
環
境
部
長

条
例
改
正
が
本
市
に
と
っ
て
の

有
効
策
で
あ
る
か
、
調
査
・
検

討
を
進
め
た
い

移
住
・
定
住
促
進
に
対
す
る

今
後
の
取
り
組
み
姿
勢
・
方
針
は

主
権
・
領
土
・
国
民
が
国
家
の
３
要

素
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
都
市
に
お
い

て
は
住
民
が
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。

行
政
は
住
民
の
存
在
を
前
提
と
し
て

様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
定
住
人

口
の
維
持
の
た
め
の
施
策
は
優
先
的
に

行
い
、
よ
り
一
層
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ

る
。そ

こ
で
、
予
算
を
は
じ
め
と
し
て
、

本
市
の
移
住
・
定
住
促
進
に
対
す
る
今

後
の
取
り
組
み
姿
勢
・
方
針
を
伺
う
。

答
弁
田
中
都
市
整
備
部
技
監

よ
り
効
果
的
で
、
財
政
負
担
の
少

な
い
施
策
を
構
築
し
て
い
く

本
市
の
空
き
家
対
策
と
定
住
促
進
は

両
者
の
連
携
で
予
想
以
上
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

土
砂
条
例
に
つ
い
て
は
、
県
内
25
市

町
全
て
で
制
定
さ
れ
て
お
り
、
野
木
町

が
3
0
0
㎡
未
満
を
許
可
不
要
と
し
て

い
る
以
外
、
本
市
と
同
様
に
5
0
0
㎡

未
満
を
許
可
不
要
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、本
市
の
規
制
が
甘
い
わ
け
で
は
な
い
。

す
べ
て
を
許
可
対
象
に
す
る
条
例
の

規
模
要
件
の
下
限
撤
廃
と
い
う
も
の
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
花
壇
や
家
庭
菜
園
の

造
成
、
土
建
業
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等

も
許
可
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
、
市
民

生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が

あ
る
。

条
例
改
正
に
よ
り
規
制
を
強
化
す

る
こ
と
は
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
思
わ

れ
る
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
条
例
改
正
が
本
市
に
と
っ
て
の
有

効
策
で
あ
る

か
、
慎
重
か

つ
速
や
か
に

調
査
・
検
討

を
進
め
て
い

く
。

し
か
し
、
今
後
の
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
加
速
化
を
考
え
る
と
、
新
た
な
取

り
組
み
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

こ
れ
は
、
全
庁
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
市
を
挙

げ
て
こ
れ
ま
で
以
上
の
努
力
と
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
住
宅
施
策
を
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
市
と
し
て
は
、
予
算
の
確
保
と
、

さ
ら
に
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
る
が
、
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増

す
中
で
、
補
助
制
度
の
見
直
し
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
よ
り
効
果
的

で
財
政
負
担
の
少
な
い
施
策
を
構
築
で

き
る
よ
う
検
討
を
進
め
た
い
。

○
国
民
健
康
保
険

○
本
市
の
水
道
計
画
、「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

●
大
平
町
西
山
田
地
内
の
土
砂
埋
立

　
て
問
題

○
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
方
針

●
空
き
家
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

川上　均 議員 
日本共産党栃木市議団

大谷 好一 議員
誠　心

土砂が積み上げられ、 
危険な西山田地内の現場

空き家対策として実施したDIY
リフォーム体験
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○ 

見
本

○ 

見
本

見本 見本 議員
見本見本

見本 見本 議員
見本見本

地
域
間
融
和
に
向
け
て
、 新
た
な

山
車
作
製
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

他
の
自
治
体
の
山
車
作
製
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
参
考
に
す
る
と
、
県
都

宇
都
宮
市
で
は
、
平
成
26
年
に
市
民
の

寄
附
と
文
化
庁
補
助
事
業
で
火
焔
太
鼓

山
車
が
完
成
し
、
28
年
に
は
桃
太
郎
山

車
が
同
様
の
方
法
で
修
復
作
製
し
、
巡

行
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

ま
た
同
様
に
、
川
越
市
で
も
最
も
新

し
い
山
車
は
平
成
28
年
に
作
製
し
た
納

曽
利
の
山
車
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

翻
っ
て
本
市
に
お
い
て
も
一
体
感
醸
成

の
た
め
、
新
た
な
山
車
の
作
製
を
検
討

し
て
は
い
か
が
か
。

答
弁
高
崎
産
業
振
興
部
長

ま
ず
は「
市
民
山
車
」の
実
現
に
向

け
て
議
論
を
進
め
て
ま
い
り
た
い 

新
た
に
山
車
を
作
製
す
る
こ
と
は
、

ま
つ
り
へ
の
一
般
の
参
加
者
を
増
や
す

太
平
山
の
整
備
、
管
理
体
制
に
つ

い
て太

平
山
は
年
間
1
0
0
万
人
を
集
客

で
き
る
、
栃
木
市
に
と
っ
て
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
が
、
遊
覧
道
路
の
桜
の

木
の
枝
が
バ
ス
の
車
体
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
で
、
観
光
ル
ー
ト
か
ら
外
し
た
会
社

も
あ
る
。

ま
た
、
雑
木
が
素
晴
ら
し
い
景
色
を

遮
っ
て
い
る
こ
と
や
、
謙
信
平
の
管
理

が
不
十
分
な
た
め
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
通
れ
な
い
状
態
な
ど
い
く
つ
も
問

題
が
あ
り
、
今
後
の
観
光
客
数
に
影
響

が
な
い
か
心
配
で
あ
る
が
、
今
後
の
整

備
、管
理
体
制
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
國
保
建
設
部
長

謙
信
平
の
維
持
・
管
理
方
法
の

改
善
や
、
園
路
等
の
修
繕
に
取

り
組
ん
で
い
く

桜
の
木
の
剪
定
等
に
つ
い
て
は
、
こ

機
会
に
も
な
り
、
新
市
一
体
感
の
醸
成

に
も
つ
な
が
る
。 

過
去
に
は
、
と
ち
ぎ
の
山
車
祭
り
伝

承
会
に
お
い
て
、
新
た
に
「
市
民
山
車
」

を
作
製
し
、
多
く
の
市
民
が
山
車
曳
き

を
通
し
て
、
ま
つ
り
に
参
加
で
き
る
よ

う
議
論
し
た
経
緯
が
あ
る
。 

そ
の
中
で
、
山
車
の
作
製
費
や
維
持

管
理
費
の
確
保
、
曳
き
手
の
募
集
等
に

つ
い
て
の
検
討
が
さ
れ
た
が
、
各
地
域

の
山
車
を
作
製
す
る
際
に
も
こ
れ
ら
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

そ
こ
で
、
ま
ず
は
「
市
民
山
車
」
の

実
現
に
向
け
て
議
論
を
進
め
、そ
の
後
、

各
地
域
に
お
け
る
山
車
を
作
製
し
た
い

と
い
う
気
運
を
醸
成
し
て
ま
い
り
た
い
。 

の
区
間
の
道
路
幅
員
は
、
5
〜
6
m
と

狭
く
、
毎
年
、
桜
が
弱
ら
な
い
よ
う
注

意
を
払
い
な
が
ら
剪
定
等
を
実
施
し
て

い
る
状
況
だ
が
、
今
後
に
つ
い
て
も
車

両
の
通
行
に
支
障
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
維

持
・
管
理
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
景
観
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

自
然
の
風
景
地
の
保
護
に
配
慮
し
な
が

ら
、
国
及
び
市
の
公
有
地
に
つ
い
て
は

市
が
樹
木
等
の
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
民
有
地
に
つ
い
て
は
地
権
者
の

方
々
に
樹
木
管
理
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
な
ど
、
景
観
の
確
保
の
た
め
に
共

通
の
認
識
を
持
っ
て
対
応
し
た
い
。

さ
ら
に
謙
信
平
に
つ
い
て
は
、現
在
、

「
太
平
山
観
光
会
」
に
お
願
い
し
、
草

刈
り
等
の
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
る

が
、
雑
草
の
繁
茂
が
強
く
、
加
え
て
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
等
も
あ
り
、
適
正

な
管
理
状
況
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
市
と
し
て
も
、
イ
ノ
シ
シ
の

対
策
等
も
踏
ま
え
、
謙
信
平
の
維
持
・

管
理
方
法
の
改
善
や
、
園
路
等
の
修
繕

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
い
じ
め
問
題

●
今
年
度
の
秋
祭
り
の
総
括

●
太
平
山
の
整
備
と
課
題

森戸 雅孝 議員
栃木政策研究会

大浦 兼政 議員 
栃木政策研究会

賑わいを見せた今年度の秋まつり
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学
校
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
に

食
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
の
か

教
育
行
政
と
い
う
目
線
で
、
食
育
の

推
進
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
る
の

か
。 課

題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
青
木
教
育
長

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
し

た
食
育
の
推
進
を
し
て
い
く

食
育
基
本
法
で
は
、
食
育
を
、
生
き

る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、
徳

育
お
よ
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も

の
と
位
置
付
け
し
て
い
る
。 

本
市
に
お
い
て
も
、
児
童
生
徒
の
食

に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食

習
慣
の
定
着
が
図
れ
る
よ
う
に
、
食
に

関
す
る
指
導
に
係
る
全
体
計
画
を
整
備

し
、
全
教
職
員
の
共
通
理
解
を
図
り
、

給
食
の
時
間
は
も
と
よ
り
、
各
教
科
や

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別

活
動
等
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通

し
て
行
っ
て
い
る
。 

課
題
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
児
童
生

徒
へ
の
充
実
し
た
指
導
を
行
う
た
め
に
、

中
核
と
な
る
栄
養
教
諭
等
の
配
置
が
少

な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
栄
養

教
諭
等
の
配
置
が
多
く
な
る
よ
う
、
県

教
育
委
員
会
を
通
し
て
、
国
の
基
準
の

見
直
し
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

今
後
も
、
児
童
生
徒
が
栄
養
や
食
事

の
と
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
に
基
づ
き
、
自
ら
判
断
し
実
践
し
て

い
く
能
力
な
ど
を
身
に
付
け
、
健
康
で

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
し
た
食
育
の
推
進
を
し
て
い

く
。 

○
太
平
山
の
将
来

●
栃
木
市
の
教
育
行
政

平池 紘士 議員

 栃木政策研究会

とち介ランチを楽しむ
子どもたち

陳情２件の概要（陳情者：栃木県保険医協会　会長　長尾 月夫）

陳情第3号　患者負担を増やさないことを求める国への意見書提出に関する陳情書
一、患者負担を増やさない。

・75歳以上の窓口負担を原則1割から2割にしないこと。
・受診するたびに100円から500円を窓口負担に上乗せしないこと。
・痛み止めなど、薬の「保険はずし」や患者負担を増やさないこと。

一、費用の心配なく安心して受診できるよう、窓口負担を軽減する。

陳情第4号　難病医療費助成制度の改善を求める国への意見書提出に関する陳情書
一、難病医療費助成（小児慢性特定疾患を含む）にあたって必要な臨床調査個人票（診断書）の料金を
　補填する制度を創設し、新規認定及び更新認定時に公費助成を行うこと。
一、次の事項について2014年12月以前の取扱いに戻すこと。

1.市町村民税非課税者、重症者の自己負担をなくすこと。
2.調剤薬局の薬代や訪問看護費の自己負担をなくすこと。
3.入院時食費の給付外しをやめ、自己負担限度額に含めること。
4.いわゆる「軽度者」の対象除外を行わないよう、56疾患の認定基準を2014年12月以前より厳しく

　　しないこと。
一、月額自己負担上限は患者単位とし限度額を2014年12月までの基準に引き下げること。
一、患者数を理由に対象疾患外しを行わないこと。

採決の結果は
４ページを見てね。
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きけん !　

自転車に正しく乗りましょう（自転車条例）

子育て世代とおしゃべり会を開催しました（意見交換会）

【投書：自転車の夜間無灯火運転・よそ見運転について】
夜間すれ違う自転車の多くが無灯火運転、その上でスマホ操作や通話、イヤホンの使用等をしており、互

いに接近に気が付かず、危ない思いをすることが多々あります。
夜間に自転車を利用する場合はライトを点灯すること、自転車に乗りながらのスマホ操作等を止めること、

また、「自分はライトを点けなくても見えているから大丈夫」ではなく、自分の存在を知らせるためにライ
トを点灯させることを周知して頂きたいです。

先日、市に以上の様な投書がありました。
本市では平成29年9月に自転車を安全に利用できる環境づくりを推進するために「栃木市自転車の安全な

利用に関する条例」を制定しました。
皆さんが安全・快適に生活できるように、一人一人が自転車のルールについて考えてみませんか。

今年度は通常の議会報告会とは別に、栃木の魅力を発掘し、子育てライフと街を繋ぐ情報を伝える季刊誌
「TOCHICO日和」を発行している団体が主催しているTOCHICO☆サロンとコラボレーションして、議員
とのおしゃべり会を開催しました。 

当日はゆっくりとお茶を飲みながら、子育てについての困りごとや市への意見・要望などを議員と気軽に
話し合っていただきました。とちぎおもちゃ図書館「たんぽぽ」の協力でお子様連れの方にもご参加いただ
き、サロン終了後にはとち介にも来ていただきました。

●携帯電話を持って、通話しながら走るのはやめましょう！
　携帯電話を持って通話しながらの運転、携帯電話や携帯ゲー
ム機等の画面を注視しながらの運転はとても危険です。運転が
不安定になったり、周りの状況が把握しにくくなったりします
ので、やめましょう。

○ライトは早めに点灯しましょう
暗くなるとまわりが見えにくくなります。

ライトをつけないと車や歩いている人たちか
ら、自転車に乗っている人のことがよく見え
ません。自分の存在を知らせるためにも、自
転車のライトは早めにつけましょう！

いただいたご意見の中から 
・行政に声を届けてくださる議員の皆さんと

議会報告会とはまた違った雰囲気のなか、
意見を出し合うことができ、良い企画でした。

 ・学校給食費無料化よりも児童手当やこども
医療費助成の拡大（高校３年生まで）を希望。

 ・“教育で街おこし”が出来たらよいと思い
ます。
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今後の議員活動に生かすために（議員研修会）

本委員会の取り組みについて視察に来られました（議会広報委員会）

議会の調査力向上のために（議会図書室）

本市議会では議会基本条例の理念に基づき、
市民に信頼され開かれた議会運営を実現するべ
く、議員の政策形成及び立案能力の向上を図る
ため、議員研修会を毎年実施しています。

今回は日本地方財政学会会員である松木茂弘
兵庫県川西市総合政策部長を講師としてお招き
し、議会における予算決算審査について学びま
した。研修会では講師の丁寧な説明を受け、活
発な質疑応答がありました。

この研修会で学んだことを生かし、市民の皆
様により信頼される議会活動が行えるよう、政
策立案能力を向上させてまいります。

11月2日に宮城県大崎市議会が、11月8日に
茨城県行方市議会が本市議会の議会だよりにつ
いて視察に来られ、正副委員長と議会事務局で
対応させていただきました。

議会だよりの作成について正副委員長が説明
をした後に質疑応答があり、表紙写真の撮影に
ついて、写真アドバイザーについて、広報紙モ
ニターについて等、様々な質問をいただきました。
また、タブレットの利用についても関心を寄せ
られていました。

今後とも他市議会の視察先として本市議会が
選ばれるように、日々努力を重ねてまいります。

【新たに11冊の書籍を購入しました】
議員の調査・研究を深めるため、議会では毎年書籍

を購入しています。 今回は「質問力で作る政策議会」
や「予算審議・決算審査ハンドブック」など、実用性
の高いものを中心に選定いたしました。

今後の一般質問や議案の調査力向上にしっかりと役
立てていきますので、どうぞご期待ください。

講師の方へ熱心に質問いたしました

正副委員長の説明に耳を傾ける大崎市議の方々
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　　　　　　　　真剣勝負 対局中　
子どもから大人まで一緒にできる競技といえば、囲碁と将棋が代表的で

すね。市内の囲碁道場では小学生と高齢者の対局が始まっていました。ほ
ほえましい光景ですが、真剣勝負そのものです。

写真には写っていませんが「深奥幽玄」（奥深く計り知れない）の掛軸
が対局者の成長を見守っています。

（撮影協力：窪庭囲碁道場、表紙担当：浅野・川上委員）

表紙の写真

土砂埋め立ての現場に足を運んできました（議員研究会）

購入した図書を有効活用するために（政務活動費）

10月12日、大平地域の住民より、土砂埋め立
てによる崩落及び水質汚濁等の被害に関する陳
情書が本市議会に提出されました。

これを受けて本市議会では10月24日に担当課
の説明による現地調査ならびに議員研究会を実
施いたしました。

現地は1,000㎡を優に超える敷地に土砂が埋
め立てされており、市の土砂条例に抵触する状
況でした。

本市議会でも今回の案件を重視し、今後の対
策や悪質な業者への対応について研究してまい
ります。

本市議会では会派（個人）の調査研究に資するための
経費として、ひと月3万円を上限に政務活動費を交付し
ています。

この政務活動費を使用して会派(個人)で購入した図書
は、会派（個人）の所有物となりますが、議会図書室の
充実を図るため、不用になった図書を議会図書室で保管
することにいたしました。

なお、本市議会では政務活動費の後払い方式や、議会
ホームページでの領収書公開などの議会改革を積極的に
取り組み、県内でも高い評価を受けております。

今後とも市民の皆さまの期待にしっかりと応えられる
よう、議会改革に取り組んでまいりますので、どうぞご
期待ください！

担当課の説明をもとに現地を確認しました

議会図書室の図書は市民の皆さまに
も貸出し可能だよ
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第39号（12月定例会）第39号（12月定例会）
2019.2.202019.2.20

　

12
月
議
会
は
新
人
議
員
も
議
場
の
雰

囲
気
に
慣
れ
、一
般
質
問
も
自
信
を
も
っ

て
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
は
何
と
21
人
も
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
、
各
議
員
の
特
徴
や
考
え
が
良

く
伝
わ
る
議
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　

今
後
は
、
議
会
運
営
や
議
会
改
革
な

ど
、
議
員
間
で
話
し
合
っ
て
い
る
問
題

な
ど
も
広
報
紙
で
紹
介
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
議
会
、
そ
し
て
そ
れ
を
伝
え
る
広
報

紙
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

皆
様
に
と
っ
て
２
０
１
９
年
が
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

 （
大
浦 

兼
政　
記
）

委

員

長

福 

富 

善 

明

副
委
員
長

浅 

野 

貴 

之

委

員

小 

平 

啓 

佑

川 

上    

均

大 

浦 

兼 

政

古
沢 

ち
い
子

内 

海 

成 

和

関
口 

孫
一
郎

梅 

澤 

米 

満

写
真
ア
ド
バ
イ
ザ
ー鯉 

沼　

孝 

雄

古 

澤　

悦 

夫

栃
木
市
議
会
広
報
委
員
会

モニターインタビューNo.10

生活に身近なことを議論しているのだと思いまし
た。
Ｑ：子育て支援について要望はありますか
Ａ：赤ちゃんが産まれただけでも大変ですから、
簡単に行政手続きが出来ることや、分かりやす
い相談窓口だと良いですね。また、保育の無償
化が予定されていますが、そうした子育てに関
する情報を分かりやすく発信してもらえればと
思います。
Ｑ：議会だよりの感想をお聞かせください

A：イラストが入っていたり、難しい言葉は解説
があったりと分かりやすいと思います。生活に身
近なことを決めているので、これからも興味を
持って読んでいきたいです。

議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報紙モニター」に
インタビューするコーナーです。 （今回のインタビュアー：浅野副委員長）10

議会広報紙モニター 青木 紗妃さん

3月定例会の予定（変更になる場合があります）

日 月 火 水 木 金 土
2/17 18 19 20 21 22 23

本会議
新聞折込 議案等提案

24 25 26 27 28 3/1 2
本会議

『一般質問』
3 4 5 6 7 8 9

特別委員会
会派代表質疑

10 11 12 13 14 15 16
常任委員会・予算特別委員会 分科会

（総務） （民生） （産業教育） （建設）
17 18 19 20 21 22 23

特別委員会
分科会長報告

24 25 26 27 28 29 30
本会議

議案等採決

傍聴にお越しください

　日程と一般質問の内容は、確定次第、
ホームページ等でお知らせするほか、2
月21日（木）に新聞折り込みを予定し
ています。
　オレンジ色の新聞折り込みチラシ裏
面の「一般質問」をチェックしてくだ
さい。身近な話題があるかもしれません。
　ぜひ、本会議の傍聴にお越しください！
　本年より予算特別委員会が設置される予定です。詳細は
次号にてお知らせ致します。

12月定例会の傍聴者は・・・139人でした。

議会だよりは目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが音声テープを作成しておりますので、ご入用の方は
お気軽に議会事務局までお問い合わせください。＜TEL:0282-21-2505＞

Ｑ：市議会についてどんなイメージがありますか
Ａ：難しいことを、分からない言葉で話し合いを
しているかと思いましたが、社会人として働き始
めたことや、子育てが始まったこともあり、実は


